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＜資料紹介＞宮崎バス『遊覧説明』（昭和 7 年） 
－遊覧バスの乗務員テキスト－ 
長谷川 司 
 
 本報告は、宮崎交通株式会社が所蔵する乗務員用テキスト『遊覧説明 No.12』一冊を全文紹介するも
のである。このテキストは遊覧バス車内における車窓説明および下車説明のために作成されたものであ
る。本資料の内容は 3 部で構成されている。「昭和七年一月 遊覧説明 会社出発ヨリ神宮出発マデ」
「遊覧説明 自 神宮出発 至 生目往復本社」「自 本社 青島往復 至 本社」の 3 部である。これら
一連のテキストは宮崎市内を周遊した 1932（昭和 7）年当時の遊覧バス運行のために編まれたものであ
ることが分かる。戦前そして 2011 年現在に到るまでの宮崎県内の観光事業において、宮崎交通による観
光バスコースを中心にした開発の重要性が指摘されてきている。しかし観光バスそのものについて考察
したものは少なく、その重要性を指摘するに止まっている。さらに残された資料も数少ない。本資料は、
宮崎の県内観光地形成において重要な役割を果たした宮崎交通の観光バス事業を考察する上できわめて
重要な資料であると言える。本資料の文字は青色をしており、複製されたもののうちの一つであると推
測される。原文は所在が判明しておらず、失われた可能性が高い。これらのことから、テキストの全文
を紹介することは宮崎交通の観光バス事業の展開を紐解く上で大変重要であり、さらには宮崎県域にお
ける観光地形成プロセスを分析していく上でも有意義なことと判断し、全文を紹介するものである。 
 
キーワード：宮崎市、観光、遊覧バス、観光バス、観光バスガイド、観光説明、乗務員テキスト 
 
1. はじめに 
2011 年現在、ここに 1 冊の『遊覧説明 No.12』という遊覧バスの乗務員テキストがあ
る。これは宮崎交通株式会社が保管しているもので、宮崎市内を周遊した遊覧バスの車窓
案内および下車案内のために作成された観光説明文を綴じたものである。資料中の文字は
青色であり、複数印刷されたものの一つであると推測される。本資料には、宮崎市大淀町
にあった宮崎バス株式会社（現宮崎交通）の本社を起点に宮崎市内の宮崎神宮、生目神社、
青島を周遊した遊覧バス車内における車窓説明文および下車説明文が記されている。 
本資料の内容は、3 部の説明文から構成されている。これら 3 部は「昭和七年一月 遊
覧説明 会社出発ヨリ神宮出発マデ」「遊覧説明 自 神宮出発 至 生目往復本社」「自 
本社 青島往復 至 本社」であり、奥書はなく、作成年代も明記されてはいない。ただ
その資料内容から大まかな作成年月を測定できる。詳細な年代測定は、今後の課題とした
いが、ここではまず資料の内容から以下の 4 点を指摘しておく。①会社—神宮間の説明文
の表紙「昭和七年一月」（写真 1）、②橘橋の架設工事の模様が記されていること、③宮
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崎神宮での下車説明文における「二千五百九十二年」という記述、④宮崎県庁舎（現・宮
崎県庁本館）の建設風景に触れられていること、以上の 4 点である。 
 
    
左・写真１ 「昭和七年一月 遊覧説明 会社出発ヨリ神宮出発マデ」筆者撮影（2011 年） 
右・写真 2 昭和 7 年頃の遊覧バス 出所：宮崎交通株式会社（1997） 
 
「発行」などの作成年月であることを示す文字はないが、①に記された「昭和七年一
月」は作成年月である可能性が高い。②は、1932（昭和 7）年 4 月 30 日に架設竣工した
橘橋の工事模様が記されているということである。③はその文脈から、皇紀すなわち神武
天皇の即位年を紀元とする紀年法に対応し、昭和 7 年すなわち 1932 年を表すことが分か
る。そして④の宮崎県庁舎が落成するのが 1932（昭和 7）年 10 月 14 日のことであった。 
宮崎バスの名所遊覧バスが営業を開始したのは、1931（昭和 6）年の 11 月 1 日のこと
であった（写真 2）。そこで、①の 1932（昭和 7）年 1 月は、営業開始から 2 ヶ月という
ことになる。②④からは、本資料が 1932 年の宮崎県庁の落成する 10 月以前さらには橘橋
が竣工する 4 月 30 日以前に作成されたこと、③からは 1932 年の下車説明のための記述で
あること、が分かる。①の年月を作成年月であると断定することはできないが、本資料の
記述内容が 1932（昭和 7）年の宮崎市内の観光説明であると大まかに測定できる。1932
年の 4 月 30 日以前の宮崎市の風景を記述していることから、少なくとも営業開始から 6
ヶ月以内に作成された説明文を含んでいるといえる。以上のことから、本資料はきわめて
初期の宮崎バス会社の遊覧バスの観光説明の形を多く残していると言って良い。 
 内容の詳細な検討は、今後の課題としたいが、その前提として本資料の全文翻訳を試み
たい。この作業は、宮崎市をはじめとしてとりわけ宮崎県における観光開発の展開過程を
考察する上での新たな視点を提示する上でも大変意義のあることと思われる。 
 なお、資料の翻刻にあたり、史料本文の字体を原則として常用漢字としたことをお断り
しておく。また、判読不能であった文字については「■」、繰り返し記号については文字
を補った。 
 資料調査にあたり、宮崎交通株式会社からご協力を賜った。心からお礼申し上げたい。 
【参考文献】 
岩切章太郎（1990）『自然の美 人工の美 人情の美』鉱脈社 
宮崎交通社史編纂委員会（1997）『宮崎交通 70 年史』宮崎交通株式会社 
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2. 宮崎バス『遊覧説明 No.12』の紹介（全文） 
 
昭和七年一月 遊覧説明 会社出発ヨリ神宮出発マデ 
挨拶 
 大変お待たせいたしました．只今から御案内申し上げます不束者でございますが どうぞよろしく
御願いいたします 
1 町名 2 道順と哩数時間 3 古い町と新しい町 
 只今出発いたしましたのは大淀駅前で御座いまして此通りは有明町と申します 本日御案内申し上
げます処は、御手許に差上げて御座います、営業案内の通りでございますが。道程に致しまして、三
十五哩 大凡四時間半かかる予定でございます 
 宮崎市は最も古い町て最も新しい町だとよく申します 我日本の国のそもそもの始りで御座います
から、之れより古い町はない訳て御座いまして色々古跡かこさいます 丁度市の真中を流れて居る川
か大淀川て御座いますが、其大淀川の川下は神代の物語りや祓(ハライ)の祝詞(ノリト)て有名な。筑
紫の日向の小戸の橘の阿波岐原(アヲキガハラ)でございます。 此の阿波岐が原と申すのは 伊弉諾
尊(イサナキノミコト)が黄泉(ヨミ)の国からお帰りになって 禊祓(ミソギハライ)を遊はした処てご
ざいまして 又 天照大神や 月読命(ツキヨミノミコト) 須佐之男命(スサノオノミコト)がたの御
生れになりました霊地で御座います 又之から参拝いたします宮崎神宮は神武天皇御宮居(ミヤイ)の
跡で御座いまして 此の宮崎市の一帯は 一木一草悉くに神代の香りがただよって居ると申してもよ
ろしい程に由緒ある尊い土地柄でこざいます 
 然し神武天皇御東征の後は 年と共に中央から離れる事になりまして。遂には日本の北海道とまで
云はれる程になって仕舞って居たのでございますが 最近になりまして再び非常な進歩を致しまして
市内到る所新興の気に充ち溢れて居ります どーぞ皆様には古い宮崎を御覧下さると同時に新らしい
宮崎いや是から発展いたそふとする、宮崎をも併せて御覧下さいますやうにお願ひ致します 
1 橘橋 2 本町橋 3 旅館町、料理屋町、新地遊郭 4 川口 5 一ツ葉 
 是が大淀川でございます 左手に只今工事中で御座いますのが橘橋てこさいます 橘橋は此度鉄橋
に架け代へられる事になりまして、本年四月の竣工の予定でこさいます 幅九間 長サ二百十二間、
工事費は、百二十万円で 飛鳥組の請負で御座います 出来上りましたならば定めし宮崎市の一大偉
観となる事と思ひます 只今私し共の通って居りますこの橋は本町橋と申します. 本町橋の上手は旅
館町で御座います 川に臨んだ部屋の眺めは よく皆様から．天下一品だと御賞め戴く程でこさいま
す 橋の下手の方は料理屋町でございまして松山町と申します 松山の色町に引続いて 新地の遊郭
が御座います丁度あの鉄橋の直ぐ下手に当ります 大淀川の川口は、あの川の中の小島の直ぐ東の方
でございます、あの川口から北の方へ大凡十四五町も入江が入って居ります．是れは昔の川筊て大淀
川は以前は此の入江の北ノ端から海に注いで居たそふてございます  
 この入江は只今一ツ葉の濱と申しまして、松の名所になって居りますが 一ツ葉稲荷のお社や料亭
茶店なども沢山御座いまして。将来は市民のパラダイスとして大々的に経営されやうといたして居り
ます 此の町は本町と申します 
1 一ツ葉 日州新聞社 会議所 丸三 常盤屋デバート 
 この通りは旭通と申します、 旭通りを東の方へ大凡二哩参りますと、只今御案内申し上けました
一ツ葉濱へ参ります 右手の建物は、日州新聞社でこさいます 左手の此の通りを南に参りますた、
突当りの左側あの建物は宮崎商工会議所でございます この左手の建物は丸三呉服店でございます右
手の板囲ひは常盤屋デバートの建設地でございます 
橘通二丁目 1 一四七銀行局 日向中央、道幅、高島屋 
 左手が橘通の北詰でございます、こちらが一四七銀行支店、向ふが郵便局てございます 此通りは
橘通り一丁目でございます、市内第一の目貫てこさいます。右手の建物は日向中央銀行でございま
す。橘通りは御覧の通橘橋の鉄橋架説に伴ない全部九間幅に拡張され、拡張と同時に全部アスフワル
トて舗装される筈でございますから完成いたしますと全く面目を改める事と存じます兎に角宮崎市は
橘橋鉄橋の開通を機会として躍進的の発展をいたします訳てこさいます 右手の三階建は高島屋呉服
店てこさいます 
橘通り二丁目 1 県庁、市役所、小戸神社 町口 
 右手の通りは県庁前通りで県庁市役所等か集まつて居ます 是れからが橘通り二丁目でこさいます
橘通りは一丁目から六丁目迄御座います 右手は小戸神社でこさいます景行天皇の勅願に依って建て
られたお社て伊弉諾(イサナキノ)尊をお祠して御座います  橘通りは宮崎市としては、むしろ新し
い町て以前は此附近一帯は一面の田圃でこさいまして右の方県庁の裏あたりは狐が居たと申されて居
りますから、其頃の淋しさかうかがはれます（三十年くらい前の■）丁度此左手の小さい道が此処か
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ら上の町の方へ通じて居りまして あの附近は町口と申した所だそふでごさいます その町口が今で
は町の真中になって仕舞って居る訳でこさいます 
橘通四丁目 ■ 大火の跡 上水道 広島通 高女 
 このあたりから橘通り四丁目でこさいます 此両側に新らしい建物が並んて居りますのは、昨年四
月の大火の跡でこさいます 宮崎市は昨年以来引続いて四回、しかも此橘通ばかりに火災が起りまし
た 其内でも此所と、五丁目の大火は二晩引続いて起りましたので全く面喰らって仕舞いました 然
し市の上水道も已に完成いたしまして昨年末から給水を致して居りますので火災の危険はすっと少く
なった訳で御座います 次の横通りは右手が広島通り 左手が高松通りと申します 右手広島通りを
少し参りました処に宮崎の高等女学校が御座います 
橘通五丁目 1 大火跡 バス紹介 貸切 カスタンク 水道 
 是れから橘通り五丁目でごさいます この辺は先刻お話し致しました 五丁目大火の焼跡で御座い
ます 橘通りを頻繁に通って居ります青色のバスは私し共の会社のバスでこさいます 市内唯一の最
も大事な交通機関となって居ります この遊覧バスは毎日朝八時半と午后一時半と二回宛出発致して
居りますが此外尚団体貸切も一度に二三百人位迄ては御引受け出来る筈でこざいますから、とーぞ遊
覧バスと共に御宣伝を御願ひ致します 
 次の大通りは高千穂通りてこさいます 高千穂通りの突当りは宮崎市の玄関宮崎駅てごさいます 
宮崎市内には此の宮崎駅を中心にして、南に大淀駅北に花ヶ島駅と都吅三ツの停車場がある訳てこさ
います 宮崎駅の東には宮崎ガスの瓦斯タンクが御座いまして昨年の四月から瓦斯の供給を開始して
居ります、宮崎市も瓦斯か出来、水道が出来ましたのて愈々文化都市の体裁を備へた訳でこさいます 
右手の建物は宮崎警察署てこさいます 
橘通六丁目 1 清水町 高千穂劇場 人口 市施行 
 是から橘通り六丁目てこさいます 左手の広場は清水町耕地整理の区域て只今河川改修の砂て埋立
てを行って居ります埋立てが終りますと立派な町が出来る事になって居ります 右手の向ふの建物は
高千穂劇場でごさいます 宮崎ては一番いい劇場て御座います、劇場は此高千穂劇場の外に喜楽座と
春日座の二つか御座います 又 活動写真館は全部て五館ごさいます 極最近迄て此附近は全く田の中
て御座いまして橘通りと次の江平町とは飛ひ離れた町てございましたか只今では御覧の通り町続きと
なって仕舞ました 
 宮崎市の人口増加の歩吅は誠に目覚しい位て 九州ても一番多い部類て御座いますが只今の人口は
一昨年末の調査て五万四千八百二十一人 世帯数にいたしまして一万六百四十五戸でございます 面
積は大凡三方里東西一里南北三里てございます 宮崎市はもと、大淀川を隔て、北に宮崎町南に大淀
町と分れて居りましたか大正十三年四月一日此両町に大宮村を加へまして三町村を吅併して市制を施
行いたしましたのて御座います  宮崎と申す名前は 宮崎は 即ち宮の前(サキ)て御殿の前と申す意
味から出たのだそうで御座いまして名前からして神武天皇の御皇居に因んて居る訳で御座います 
江平町 
 此町は江平町と申します、江平町て道か二つに分れて居ります 右の方は国道て県北部へ通じて居
ります 左の方は宮崎神宮の参道て参道の入口に第一鳥居が立って居ります。こちらが国道こちらが
参道でこさいます 
神宮参道 
 左手にごさいます銅像は伍長谷村計介の銅像でございます 谷村計介は西南戦争に於ける熊本籠城
の勇士てこざいまして、百姓姿に身をやつして敵の重囲を切抜け 味方を救った功績は小学校の読本
で人の皆よく知って居る事で御座いますか 恐れ多くも 明治天皇陛下から軍人亀鑑の御言葉を戴い
て居る程て御座います。谷村計介の生れました倉岡村ともうすのか丁度此所から西の方、二里はかり
の処でごさいますので此神苑に其銅像を建設致しました次第でございまして彫刻の大家高村光雲先生
と其高弟関野先生との作で御座います 
 此神宮参道は昔は桜の馬場と申しまして桜の並木が御座いました今回予算五万五千円をもちまし
て、十一間中に拡張する事に決定致しまして已に其工事に着手致して居ります拡張工事が出来上りま
したならは 並木に埋った 神々しい而して気持ちのいい参道になる事と今から楽みにいたして居る
次第てこさいます 右手の建物は宮崎中学校でこさいます、此中学校の敶地となって居ります処は、
すっと以前は競馬場でございましたか其競馬場は只今ではも少し東の方で丁度花ヶ島駅の東南の処に
移って居ります 其競馬は大宮競馬場と申しまして全国に十一ヶ所しかない農林省の公認競馬場の一
つで御座いますので春(シュン)秋の大競馬の時は全国から競馬ファンが集りまして誠に賑かで御座い
ます、特に昨年三十八万円を投じまして大改造をいたしましたのて見違へる程立派になって居ります
宮崎市は此大宮競馬場の外にも、一つ地方競馬の競馬場かこさいます、市の東檍村とこさいまして。
檍競馬場と申します 
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宮崎神宮 
・宮崎神宮て御座います御一所に御参拝しませう 
・御覧の通り神苑は只今工事中て御座います。此神苑改造工事は八ヶ年間の継続事業て昭和十一年に
完成いたします筈で御座いますが、総工費五十七万参千円でこさいます 
・御覧の通り東側に神苑か御座います、東神苑と申ます 西側にも同じ様に西神苑か御座います、西
神苑の方は全部芝生の広庭になって居ます。 
・此の参道の西側は御覧の通り全部常盤木て一面に埋まって居ります 
・明治神宮御造営に倣ったものて御座いまして誠に神々しくて清々しい感しがいたします  
・一時日本の神社は大変間違った行き方をいたしまして、無暗に神苑を開放して見たり安ポイ公園式
にして見たり致しましたものて御座いますかそれが明治神宮の御造営から全く一変して参りました 
・何事のおはしますかは知らねとも 忝けなさに涙こぼるると申します 歌のやうに何一つ邪念を交
へない神々しさ清々しさを感しさせてこそ日本の神様の尊さか身にしみるのて御座います誠に難有
い傾向だと思ひます次第てこさいます 
・こちらが御手洗て御座います 
・こちらは祓殿て御座います御昇殿なさいます場吅は神官が参りました。此方(コチラ)て御祓をいた
しました其上て御参拝て御座います。 
拝殿 
 此神社は官幣大社宮崎神宮と申上けます 神武天皇を御祭神といたしまして、東の相殿には御父君
鸕鷀草葺不吅命(ウカヤフキアエズノミコト) 西の相殿には御母君玉依比売命(タマヨリヒメ)を御祠
して御座います 神武天皇は鸕鷀草葺不吅命の第四番目の皇子て在らせられまして 
・天照大神から申せは五代目の御孫に当らせられます 御幼名は狭(サ)野(ヌノ)命(ミコト) 後の御
名は神倭盤余彦命(カミヤマトイワデビコノミコト)と申上けまして 御生れ付き誠に英明に渡らせ
られ、御年十五にして、皇太子の御位に御即き遊はされまして、此宮崎の宮て天下の政(マツリコ
ト)を御執り遊はしたのて御座います 
・宮崎の宮は一名高千穂の宮とも申まして、此処から西北凡そ十町皇居屋(コグヤ)と申しますのが其
宮跡てあると申伝へて居ります 
・神武天皇は御年四十五に在(オワ)せられました時に 皇兄群臣と東征の軍議を御諮りになりまして 
紀元前七年 此宮崎の地を御出発になりました 
・それから丁度七ヶ年の間申すと恐れ多い事て御座いますか 幾多の艱難と御戦い遊はされまして 
遂に凡ての荒ふる悪者共を御平定になり御年五十二歳にして始めて．大和の国橿原宮に第一代の天
皇の御位に御即き遊はしますのて御座います 
◎建国茲に 二千五百九十二年 皇統連綿 万邦に比類なき 日本帝国の礎は実に此の神武天皇御創
業の御稜威(ミイツ)に依って定まるのて御座いまして 誠に国民の斉しく仰き尊むへき処て御座い
ます 
・宮崎神宮を始めて御創建になりましたのは 神武天皇の皇子、神八井耳命(カミヤイミミノミコト)
の御孫 建盤龍命(タケイワタツノミコト)て 御座いまして 始め神武天皇社と申し上けて居りま
したか 明治十八年四月 官幣大社宮崎神宮と申上ける事になりまして。越えて、明治三十二年に
は。神宮御造営の計画成り。同三十九年。七ヶ年の歳月を閲(ケミ)して只今の御神殿を竣工いたし
ましたのてこさいます 
・神宮の神域は二十三町二反七畝歩 御社の材料は全部狭野杉て御座いまして 総工費は三十二万
円。内国庫より十万五千円を支出いたして居ますか  恐れ多くも明治天皇より御内帑金一万五千
円を御下賜になって居ります。 
・宮崎市民の此御社を尊敬致しますことは申す迄ても無いことてこさいますか 
・事苟も皇室に関します場吅とか。又ハ国家の一大字とかに際会いたしますと市民は直に此神前に馳
せ来りまして．徹宵神前に額いて 皇運の無窮と国運の隆盛を御祈願いたしますのて御座います 
・其他何事によりませす 先つ神宮に御詣りしてからと申しますのか市民の慣しとなって居ります 
・御大祭は毎年十月二十六日て御座いまして翌二十七日より三日間御神幸か御座いますか其荘厳さと
市中の賑ひとは、宮崎市の最も大切な而して亦 最も賑な年中行事て御座います 
◎御覧の通り御社の材料は全部狭野杉て誠に見事なものて御座います 狭野杉と申ますのは此処から
西大凡十五里はかりを隔た狭野神社の境内にある杉のことて御座いまして 慶長年間豊臣秀吆三韓
征伐の際に薩摩名将新納武蔵守(ニイロムサシノカミ)か藩为島津義弘の命によって戦勝祈願のため
奉納いたしましたものて御座います 狭野神社の神前には今日も尚数百株(シュ)昼尚暗き杉並木と
して残って居りますか 樹齢三百余年亭々として雲を抜く姿は誠に見事て御座います此の狭野神社
と申しますのは 神武天皇、御誕生の霊地を記念いたしました御社て直く後には王子ヶ原(オウジ
カハラ)と申す丘か御座います 
・只今当宮崎神宮の別宮となって居ります神武天皇の御幼名を狭野命と申し上げますのは全く此の御
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誕生の地名に因んた事たと申されて居ります 
・左手の森の中の建物は徴古館てこさいます 古器物其他を陳列して御座いますか。時間の都吅て本
日は省略致したいと思って居ります 
・こちらは東神苑てこさいます 此池や築山は青年団学生等の労働奉仕に依って作られたものて御座
います 此附近は藤の花 躑躅(ツツシ)の花の盛りには仲々綺麗て御座います 
・末社五社神社て御座います保食神か御祠して御座います。 
・（出発致します） 
 神武天皇か此宮崎の宮を御出発になりましてからの御道順は陸路都農を経て北の方、十五里はかり
の美々津をへお出でになり其処から船て。御出帆になりましたのは八月朔日の未明てありまして村人
たちは御別れを惜んて、船中の御慰めにもと、夜通しかかってお団子を作って居りましたか 天皇に
は俄の御出発となりましたのてお団子か間に吅はす仕方なく餅と餡とを一所につきませてお団子を作
りました 此の団子はつきいれ団子と申しまして今日ても美々津ては旧八月朔日には此つきいれ団子
を作る習慣になって居ります」 
右記例外 
 昔から 袖振り吅ふも他生の縁とかもうしますかこうしてお一所にお遊覧いただきますのも全く何
かのお縁と存します 講談ては 乗吅船にはお国自慢かつきものてこさいます 遊覧バスが昭和の乗
吅船と申してもよろしいかと存しますか 皆様それぞれのお国自慢も亦お遊覧のお一興かと存します
次第てこさいますどーぞお聴かせを願います 
遊覧説明 自 神宮出発 至 生目往復本社 
宮崎城跡 
 是から北の方．十丁ばかり参りました所に、宮崎城趾が御座います 戦国時代伊東氏の城であった
頃は大変立派な城であったそふで御座いまして。その頃薩摩の大軍が当地へ攻め寄せた事が御座いま
すがその時島津方の勇将、日置美作守(ヒオキミマサカノカミ)が 遙かに宮崎城を望んで． 柳瀬口
の北に当って金光燦然たるは、是れ伊東三位入道が宮崎の城かと讃嘆した程で御座います 宮崎城跡
の西の方に丘山公園が御座います、只今宮崎市の上水道の水源地になって居ります、其直ぐ南に、景
清廟と帝釈寺が御座います 
船塚町 高農牧畜 日向南瓜 
 右手は宮崎高等農林学校でございます．農科林科畜産科と御座いますが全国の専門学校の中では 
一番博士が多いので有名でございます又この学校の畜産科は全国高等農林学校中で当校だけしかない
畜産科でございまして。 北の方二里ばかりはなれた住吆村に大変立派な牧場が御座います 今迄は
牧畜と申せば直ぐ広い牧場がいるものの様に思って居りましたのを此所では出来る丈け狭い土地で 
牧畜をやらうと研究して居ります、之れは収約牧畜と申しまして 日本の様な土地の狭い処には最も
必要な事で御座いますが成績極めて良好て今日ては、日本の新らしい牧畜は宮崎に興ると申してもよ
ろしい程で御座います． 
 一体日向は昔から牧畜ては有名で 今から千三百年ばかり前、推古天皇が『駒ならば日向の駒 大
刀ならば 呉の真鋤(マサビ)』と仰せられて優れたものの例に日向の駒を御出しになって、居る事を
拝しますと 当時日向の駒が如何に有名だったかが分る訳で御座います 駒の序に御紹介申上けます
と。 日向には珍しい自然の馬の放牧場のある事で御座います 日向の最南端で蘇鉄の自然林がある
ので有名な都井の岬で御座いますが 其牧場に生育して居る馬は全くの野馬で自然に繁殖し。死んだ
ら其侭、野原に腐ると云った有様で御座います そんな風ですから毛色などは全く粗末ですが、粗食
に耐え又力が強いと云ふので 村人は年に一回、山の中の一ヶ所に追い込んで何頭かを捕へて農事用
に使用して居ります世に串間馬と申しますのが、其野馬の事で御座います 
花殿町 
 此附近は学校町でございまして右手の方に西から宮崎商業学校男子師範学校 女子師範学校 男子
師範の前に附属小学校 左手の方には向陽高等女学学校と第六小学校が御座います 此の右手の建物
が女子師範学校で御座います 此の両方の池は江平の池と申します灌漑用に作られたもので御座いま
すがだんだん市街地になりまして不用になりましたので東池の方は埋立てを行って居ります あの建
物は第六小学で此の附近は市のグラウンドになる筈で御座います 
 右手一体の田圃は有名な。日向南瓜(カボチャ)の産地で御座います 日向は気候が温いので早作蔬
菜に力を入れて居りますが 其内でも日向南瓜(カボチャ)は早作蔬菜の王でございまして年額大凡四
十万円を県外に移出して居ります 四月五月の出盛期になりますと 鉄道省は態々特別仕立の南瓜列
車を運転すると云ふ騒きて 其盛況の程が御想像御願ひ出来ます事と存じます 南瓜の事を上方では
南京(ナンキン)と仰います 当地では更に南の原産地方かんほちやの名によりまして南瓜と申して居
ります 夫れと同し様な例はお薩で御座います．上方では薩摩芋、即ちお薩と申されますが 少し南
に来て北九州の一部ではそれを琉球芋と申されます当地に参りますと 唐芋と申します薩摩芋、琉球
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芋、唐芋と並べて見ますと。伝来して来ました 経路がよく分りまして、面白ふ御座います 
清水町 
 右手の建物は宮崎測候所で御座います 同じく右手向ふの（     ）建物は宮崎県立病院で御
座います 病室の数が大凡七十、内科外科等七ツの科に分れてそれぞれ立派なお医者様が御揃いで御
座います 目の神様で名高い生目神社のある当地に こうしたお医者様のいらっしゃいます事は誠に
有り難い次第で御座います。 
黒迫町 
 只今通って参りました道で高農のお座います所が 船塚町、女子師範の附近が花殿町、江平池から
南が黒迫町と申しまして南は上の町まで一直線に、貫かれて居る訳で御座います 此の道は只今の高
松通りと共に市制施行の少し前に開鑿された道でございますが一時宮崎は西へ北へと急速に発展いた
しましたので今日では大変重要な道となって居ります 右の建物は宮崎新聞社、これからの一画は宮
崎遊歩街と申しまして活動写真カフェー等が集まり 又西の方は橘券の色町に続いて。一寸申せば宮
崎の浅草とも申す可き処で御座います 左手の此斜の小路が橘通で御説明致しました町口で御座いま
す これから上野町へ昔の道が通って居ったので御座います 
上野町 
 是れが其上野町で御座います昔は川北では第一の町で、南の突当りが小戸の渡り真直ぐに渡って中
村町に通じて居りましたので御座います 其後橘通りが通じましたので一時荒れて居りましたが近頃
亦大変活気づいて参りまして只今ではあの盛り場まで出来て居りますがあの町口にやうやく二三軒ボ
ツボツと藁屋根が並んて居た頃を想像いたしますと全く今昔の感に堪へない訳で御座います 右手は
末広町 上野町はあれから尚南に二丁目 三丁目 四丁目と続いて居ります、三丁目には幕末の奇傑
高山彦九郎の宿舎が御座います 
丸ノ内 
 これが先刻通りました橘通り一丁目で御座います 之れからの一帯は宮崎の丸の内で御座います 
右手は一番初めが商品陳列場只今県庁の仮庁舎となって居ります 其次が公会堂、公会堂の東は図書
館で御座います 
 左手の一郭は宮崎県庁 只今工事中で御座います宮崎県庁の新庁舎は鉄筊コンクリート四階建てで
ございまして様式はモダーンゴシック 総工費は七十二万円で大阪大林組の請負で御座います 以前
なら二百万円もかかるそふで 本年九月竣工いたしますと恐らく九州第一となるだろうと申されて居
ります 
 左手の建物は宮崎市役所で御座いますが 町時代のままで近く改築の筈で御座います 市役所の東
方に宮崎税務所、煙草専売所及び宮崎刑務所が御座います 右のコンクリートは 信用組吅連吅会 
右手は宮崎農行銀行で御座います 左手の一画は宮崎地方裁判所 裁判所の東側に第一小学校と宮崎
工業学校が御座います 宮崎は橘橋が出来 橘通りの拡張が出来更に只今の県庁が出来上りますと全
く面目を一新する事であらうと存します。 
本町 
 右の方は先刻御案いたしました旭通り。之れから暫らくは先刻通りました本町で御座います 少時
(シバラク)同じ道で御座います とーぞ御自由に御話し吅いを願います 
本町橋（帰り）1 橘橋南口模様説明 2 双石山と日向ライン 3 夏の大淀川ト地蔵祭 
 又、大淀川に参りました。此方から見ますと橘橋鉄橋の一番南のピーアは随分と中の方に入って居
りまして 一寸妙な感しが致しますが あれは今度河川改修工事で南岸の方はあの最後のピーアまで
全部川の中に取り入れられて仕舞ふのて御座います あの高い家が石阪屋旅館で丁度鉄橋の南口中村
町の入口に当ります 
 大淀川は夏になりますと 涼舟やボートで賑いますが 川に因んで大変面白い行事が御座います 
それは中村町にあるお地蔵様の川下りで御座いまして丁度七月二十六日で御座いますが 其日は市中
の子供数千人 白襦袢(ジュバン)に鬱金(ウコン)鉢巻と言ふ出立(イデタチ)で お地蔵様の車を曳い
て町を練り歩きますが 町の人々は水供養と申しまして此行列に水をかけるので御座います．行列が
終ると川下(クタ)りで 旗 吹流等を川風に靡せながら、沢山の船に分乗して川上から下って参りま
す而して本町橋の少し下手に参りますと 子供達ちはお地蔵様と一所に川の中に泳いで遊び廻ると云
ふ一寸他に例の無いお祭りで御座います お地蔵様と子供 夏と水 誠に面白い可愛い取吅せで御座
います 
太田町 
 此町は太田町と申します太田町の次は中村町で御座います中村町は明治初年は宮崎第一の賑かな町
で特に其今町遊郭は上方にまで響いて居りましたが明治十年の西南の役で焼き払はれた物語りで有名
でございます 十年の役田原坂の一戦に敗れた薩軍は 退路を断れて日向路に逃けて参りまして と
うとう其本拠(キョ)を宮崎に移して参りましたが 七月二十八日 力と頼む中野台の戦ひに敗れて仕
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舞ひましたので 大淀川の川舟を全部北岸に引揚げ其晩中村町を全部焼き払って仕舞ったので御座い
ます 其晩は官軍と薩軍は大淀川を挟んで物凄い対陣をいたしましたが翌朝未明曽我少将の率ゆる 
第四旅団の官軍が川上から、大淀川を渡って薩軍を挟み撃つ計略に出ましたので流石の薩軍も力及ば
ず 遂に宮崎の守りを棄てて北へ■って仕舞ふことになるので御座います 
中村町 1 西郷戦争で焼かれた 2 当町の繁栄 3 現況 
 これが橘橋南詰 こちらが十年の役で焼かれた中村町で御座います 橘通り同様九間幅に拡張され
るので 御覧の通り大変立派になって居ります 
淀川町 
 この町は淀川町と申します 十年の役の当時西郷南州翁は市内広島、丁度知事官舎の東隣りに殆ん
ど一ヶ月以上も滞在して居られましたが閉居門を出ですと云った風で御座いましたので土地の人は見
た者がないと申す程で御座いましたそれで  西郷隆盛や仏か姿見せずに戦すると云ふ  歌が残っ
て居ります 其時薩軍の本営で 又桐野利秋の宿舎となって居りましたのが 今学務部長の官舎とな
って居る家で御座います 丁度川の北岸橘橋の少し上手でございますが其処の応接間の柱には今でも
当時の弾痕が残って居ります 
 此道を西へ参りますと高岡を経て一方は都城一方は小林へ参ります 高岡は此処から四里 大淀川
に沿ふた町で 昨年完成された、大淀川水電の高岡発電所が御座います 此発電所は三万キロで只今
では九州第一の大発電所だそふで御座います 本県は大きな川が沢山御座いますのて 水力は極めて
豊富で已に開発された発電所だけても全部吅せますと十五万キロになりまして 大水電国の実を示し
て居ります 是等の豊富な電力は送電線で 北九州や熊本県等に送られ。又県内の色々の工業の原動
力となって居りますが 県民は此無限の電力を利用して 一方大工業の誘致に努めると共に 又凡て
のものを動力化し電力化して工業国の宮崎県を作り上げやうと努力いたして居ります 農村電化の問
題 小工業の動力化の問題が最近非常にやかましく呼ばれて着々として成績を現して参るのは誠に喜
はしい事で御座います 此辺りは谷川町と申します 左手一帯の丘は天神山公園で御座います 山上
から宮崎市が一目に見下されます 御迷惑ですが御登りを願ひまして御覧をいただきと存じて居りま
す 
天神山 1 山上の説明 2 大淀川 3 赤江港 4 竹林 公園計画 
 此の山の上から見ますと こちらが東で・・・・・・丁度真下が橘橋 其次が先刻通りました 本
町橋其次が鉄道の鉄橋で 其東 川の中のが丸島で丸島の東は もう川口で 赤江洋の怒涛が見えま
す 少し左手の一帯の松原は松の名勝一ツ葉濱で御座います 北の方平たい森が宮崎神宮 其左手の
建物が 高等農林学校で御座いますから 本町橋橘橋と線を引いて御覧下さいますと只今御案内いた
しました道筊の御見当がおつきかと思ひます 
 大淀川は只今御覧の通りの処を流れて居りますが 以前は大分違った川筊であった様で御座います  
以前は此の平原一帯は入海であって処々島があり、それが大淀川の土砂で埋ったのだと 申されて居
ります、今日でも其名残りと思はれる地名が沢山御座います そんな塩梅で御座いますから伊弉諾尊
(イザナキノミコト)が禊祓(ミソギハライ)を遊ばしたと言ふ。筑紫の日向の小戸の橘の、阿波岐が原
が何処かと云ふ事は正確に分りませんが 多分今檍村となって居る地方の何処かであったらうと申さ
れて居ります 最も伊弉諾尊を祠ってある小戸神社では 其禊祓の中つ瀬はあの鉄橋の少し下手の北
岸に瀬頭水神と申す小さい社が御座いますので、其お社の辺だと申して御神幸の時は此水神の附近で
川の中に御神幸(ミユキ)される習慣があったそふで御座います 
 大淀川の川口は赤江港と申しまして昔は非常に賑かな港で所謂千石船が一杯入港して居ると云ふ賑
かさで御座いました 昔僧の俊寛(シュンカン)が平清盛から 鬼界ヶ島に流された時は此赤江港から
上陸して陸路鹿児島に行き其処から鬼界ヶ島に渡って居ります事を見ますと、昔は余程有名な港であ
ったと思はれます 今ではすっかり埋って 御覧の通りのさひれ方ですが 近く河川改修の進行に伴
って河口港の問題が進んて参りましたので 亦賑かな港と成る事と思ひます 
 此方に農事試験場の園芸部が御座いますが 其処から西の方 あの愛宕山にかけての一帯を宮崎市
の公園にしようと云ふのが 市当局の計画で已に東京市の井上公園課長の手に成った計画書も出来て
居ります 出来上がりますと 可なり大規模の立派な公園となる事と存じます 此方(コチラ)は県の
模範竹林で御座います 孟宗竹 破竹 苦竹 黒竹等大凡 二十種ばかり栽培して居ります 本県の
竹は 近頃大変進歩いたしまして栽培面積は六十町歩に及んで居ります 素材として又製品として
年々輸出が増加して居ります 
福島町 1 二百七十年前の大津浪 
 是から生目神社に参拝いたします 此の町は福島町と申しまして 以前は可なり賑かな町で御座い
ましたが今では全く荒れて居ります 此町は昔は今江と申して居りましたが 今から二百七十年ばか
り前に、宮崎の海岸地方に大地震がして其ために大津浪が起り 海岸の村々が散々の被害を受けた事
が御座います 其時津浪に潰された部落に福島と申すのがあって其部落の人々が此町に引越して来ま
したので それから もとの名をつけて福島町と申す様になったので御座います 宮崎地方は余り地
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震の烈しくない処で御座いまして 此 大地震 大津浪は全く珍らしい記録で御座います 右手川向
ふの堤防は河川改修の堤防で御座いまして。向ふの橋は高松橋で御座います。 
大塚町 1 古墳 2 大塚土持 3 髪長姫 
 是からが大塚町で御座います 大塚は其名でも知れる様に 昔は沢山、塚があった処で 大小四十
余の古墳があったそふで御座います 今日ではもう、すっかり壊されて九ツばかり残って居りますが
沿道田の中にある丘は全部古墳の跡で御座います 古墳の多い処は何処でも其当時其処が賑かであっ
た証拠で御座います 
 それで此の大塚も昔は余程賑かな時代があったと見えます 少し参りますと左手に小高い丘が御座
います 是れは蓬来山城の跡で昔土持七頭の一人大塚土持が居た頃の城で御座います 其当時までは
大塚は附近の中心で賑った処の様で御座います 
 宮崎県には沢山 古墳が御座います 児湯郡の西都ヶ原の大古墳は其中でも特に有名で御座います
が、其形式は寧ろ近い熊本や福岡地方の古墳とは違って 遠い大和地方の古墳に非常によく似て居る
そうで御座います 是れは古墳を造った時代 即ち日本の極く始めの時代、如何に此の日向と大和地
方とが 密接な関係があったかの証拠で御座いまして 仮令(タトエ) 神武天皇が 日向から御東征
になりました後でも 依然として余程密接な関係があった様で御座います． 
 其証拠は此古墳の形式も其一つでありますが更に著しいことは仁徳天皇の御后(キサキ)髪長姫が此
日向からお出でになって居る事で御座います 髪長姫は丁度此処から西北二里半ばかりの本庄と申す
処の御生れで御座いまして 諸県の君牛の諸井と申す方の御姫様で御座います此の髪長姫の事では、
古事記に大変美しい話が出て居ります 仁徳天皇の御父君 応仁天皇が 日向国諸県の君牛の諸井ノ
女、髪長姫は非常な美人で国色の秀なるものであると云ふ事を御聞きになりまして朝廷に御召上げに
なります 其処で髪長姫は勅命を畏んて御父君と共に都に上られる事となり 今の大阪当時の難波津
までお出でになります 仁徳天皇は当時皇太子で大雀命(オオササギノミコト)と申して居りましたが 
御殿が難波津に御座いましたので 一番初めに此の髪長姫を御覧になり 其美しさに全く心を惹かれ
て御仕舞ひになりまして 老臣竹内宿弥を通じて天皇へ御后にしたいと御申出て遊ばされます 天皇
は大雀命の思召を御察しになりまして 直に其御願ひを御許しになるので御座いますが 古事記に依
りますと 天皇は宮中の御宴の時 髪長姫に盃を賜はり 皇太子大雀命を顧みて歌にことよせて命の
御願いを御許しになります 又大雀命も歌を以て其御礼と喜びを天皇に御答へになって居りまして、
其歌が双方共古事記に載って居ります 誠に美しい御話しが御座います 此髪長姫は今日で御座いま
すならば 先づ第一にミス宮崎否ミス日本として御当選になるべき方で御座いまして、私し共日向の
女が限りなき誇りとして御慕ひ申上げて居る処で御座います 
戦場坂 1 市の境 2 源為朝 3 宮崎市の弓 
 正面のあの坂は戦場坂と申します 宮崎市と生目村との境界で御座います 此の戦場坂は鎭西八郎
為朝が九州平定の砌に土地の豪族土持氏と戦った古戦場だと申し伝へて居ります 源の為朝の序(ツ
イデ)に御紹介申上げますが宮崎市は弓矢の産地で御座いまして大変にいいものが出来ます 宮崎市
から皇族方へ品物を献上いたします場吅には、大抵此弓矢を献上いたすことにして居るやうで御座い
ます。 
生目村 1 生目の農業 2 日向米の宣伝 
 これから生目村で御座います 生目村は農村としては可なり整った村で最近は早作り蔬菜の方面に
も大分力を入れて来た様で御座います 農業の御話しの序に日向米の御紹介を申し上げる事に致しま
せう 日向米は今日では非常に声価を高めまして 東の横綱の山形県の庄内米と比較されて西の横綱
と申されて居ります 日向米の特質は硬質米と申しまして梅雤時を過ぎても味に変化の無い事で御座
います それと貯蔵米として特に政府の買上米などには並ぶものがないと申されて居ります 此点は
東の横綱の庄内米とは全然反対でございます 山形県の庄内米は軟質米で御座いまして味は誠にいい
が変化し易いそれでとても梅雤時が越せないので御座います 日向米は其他に光沢がよく皮が非常に
薄いので搗減りが非常に少ないと言はれて居ります年産額は百万石で御座います 
浮田 ■■ 生目八幡の由緒と景清 
 生目神社は左手向ふの山の中で御座います 少し先から左に曲って参ります 生目神社は生目八幡
と申しまして誉田別命(ホンタワケノミコト)と悪七兵衛景清とを祠りて居ります 
 悪七兵衛と申しますと悪人の様で御座いますが之れは強いと言ふ意味だそうで御座います 景清は
平家の武士で名高い勇士で御座いましたが壇の浦の戦で平氏が亡んで仕舞って後生残って源頼朝をつ
けねらふので御座いますが遂に捕へられ盲人になって此の日向国へ参るので御座います 景清が如何
に強いかと申すことは有名な屋島の戦の景清錣(シコロ)引の話してよく分ります 
 那須の与市の扇の的ですっかり平氏の荒謄を挫いた源氏方は何か又平家方を苦める方法はないかと
云ふ訳で有名な源氏の有士三保の谷四郎を出して平家方に一騎打ちの戦ひを挑ませます 其時 平家
方から出たのが此景清で 両軍環視の中ての花々しい一騎討ちですが景清の力勝りけん三保の谷四郎
逃げかけます それを後から逃るは卑怯と後から兜の錣を掴みます逃げやうとする逃すまいとする 
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力あまりてとうとう鉄の錣が引千切れて仕舞います 両軍やんやと賞めたたゑる中に其千切れた錣を
振り上けて、大音声に鬼と呼はれし畠山重忠はなきか、熊谷、平山、は居らぬか 出でよ出でよと呼
び立てる景清の武者振りは誠に胸のすく程勇ましい物語りで御座います 亡ひゆく平氏のために万丈
の気焔を吐くものと云ってよろしいかと思ふので御座いますそれ程の勇士であったので、頼朝は景清
が生き残りて自分を狙って居ると分ると安心が出来ない それで色々手を廻して居所を探しますが 
とうとう景清の馴染の遊女。阿古屋をせめて景清の居所を白状させます 是は芝居有名な阿古屋琴責
めで御座います 
 処て景清はなぜ盲目になったかと申しますと、其後景清は頼朝に捕られて仕舞ますが頼朝は其武勇
を惜んで自分の下臣に従へやふといたしますので。頼朝を殺さねば平家に義理が立たず それかとて 
自分を赦(タス)けて重く用ひやうと云ふ頼朝の情誼(ナサケ)も棄てられません．それで遂に此両眼を
さへ無ければ源氏の盛んな世も見る事はあるまい、源氏の盛んな世を見ねば頼朝を殺さんでもよから
うと云ふ考から其両眼をえぐって棄てて仕舞ふので御座います 其えぐって棄てた眼が此の生目神社
の鳥居にかかったと申して居ますが 兎に角盲人になった景清は頼朝から日向の匂当に任せられて日
向に参りまして大変土地の人を可愛がり又神社や仏閣を尊敬いたしましたので土地の人々は、神の様
に敬ひ慕ふて居りました。其景清が尊敬いたしました神社の中て一番崇(アガ)め尊んだのが此の生目
八幡で御座いました 自分が盲人であった関係もあるて御座いませうそれで景清が亡くなると人々は
景清の霊をも併せて此の生目八幡へ御祠りする事になったので御座います。此の森が 鏡山 山の上
が生目神社で御座います 
生目神社神殿前 1 生目神社ノ霊顕 
 生目神社は誉田別命(ホンダワケノミコト)と景清とが祠ってある事は先に御話し申し上げました通
りで御座いますが。生目神社に参拝いたします場吅には  景清く照らす生目の水鑑末の世までも曇
らざりけり  と唱へる事になって居ります御社は御覧の通り余り立派では御座いませんが樹木など
でも御分りの通り大変古い御社で御座いまして、眼の神様としては非常に霊顕(レイケン)が明(アラ
タカ)で御座いまして参詣者の信仰心から申しましたら宮崎では一寸例のない程で御座います。当地
方は勿論遠く北九州中国四国から態々御参詣に御出で下さる方も沢山御座いまして今迄では青島は知
らんでも生目神社なら通ると云った位で御座いまして大祭は毎年旧正月十五、六七日の三日間で御座
いますが、其時は、全山沿道人を以て埋ると云ふ参詣者で御座います。 
帰途 1 景清廟の話 
 景清は此の生目神社に祠って御座いますが 其墓は宮崎市内下北、丁度宮崎神宮の西北十五丁位の
所に御座います、景清廟と申して居ります 景清は頼朝から日向の匂当に任ぜられ 下北の処に三百
町の土地を賜はりて高妻、大野等の旧臣を引き連れて下向して参ったので御座います 此の景清廟の
境内には景清の墓と外に景清の娘人丸姫が御座います人丸姫は十八の時盲目の父を慕って遙々と此の
日向に下向いたしまして二十七の時に其処で亡くなって居ります．景清廟にお参りになる方には。不
遇の勇士景清を弔ふと同時に此の可憐薄幸な少女の墓にも一掬の涙を注がれるので御座います 先年
高千穂座に、大坂の人形芝居、文楽座の津太夫一行が参りました時 津太夫は、景清と人丸姫の等身
大の文楽人形を奉じて此景清廟と、生目神社に参詣いたしまして、其晩は高千穂座で、日向島の一段
を語りまして聴衆の袖を絞らした事が御座いました、然し浄瑠璃の景清は当地に遣って居る史実とは 
大分違って居ります 之れは今御話し申しましだのでよくお分りと思ひますが 丁度、忠臣蔵でも事
実と芝居とは少し違って居る様なもので御座います、皆様の中に浄瑠璃をお語りの方がお有りかとも
思ひますが、どーか其節は浄瑠璃は浄瑠璃史実は史実と分けて御考へ下さいませんと日向島の一段で
もお語りのときはお困りかと存じます次第で御座います 
浮田帰り途 1 日向木炭 2 日向椎茸 
 参ります時は日向米の紹介をいたしましたから此度は日向木炭の御紹介を申し上げる事に致します  
本県は御覧の通り山が多う御座いますので到る所で木炭が生産されて居りまして 年産額は二千万貫
と申されて居ります 其内千五百万貫は、白炭で残りが黒炭で御座います 産額全体から申しますと 
北海道 岩手 次で日本で第三位で御座いますが 白炭だけですと 日本第一で御座います 日向の
白炭は、品質が、非常によく 日向炭と申しましたら 通ったもので、悪い商人等はよく他地方の炭
を、日向炭ですからと高く売って居る位で御座います 木炭に次で有名なのは椎茸で御座います、其
産額は大分県に次で日本で第二位で御座いますが品質が大変よろしいとかで、日向の椎茸とよく皆様
に喜ばれて居ります 近頃では亦此の日向の椎茸を使って椎茸羊羹と申すのが市内で名物になって居
ります、大変よく味が出来て居ります 
大塚帰り 
 之れから市内で御座います坂を越えますと矢張り市内と云った感じが強くなります 昔まだ汽車の
なかった時分は馬車で此道を通って居りましたので御座いますが 市内の人々はよく此坂まで見送っ
たり又出迎へたりいたしたもので御座います 
 此附近は大塚でございます 参ります時分は大塚の古いお話をいたしましたので今度は新らしい大
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塚を御紹介いたします 大塚で一番有名なのは、菜種作で御座います 春になりますと此の附近一帯
の田は一面に美しい黄金色の毛氊で飾られまして誠に綺麗で御座います 本県は気候が温かいのと湿
気が多ひので菜種には大変適して居りまして毎年千町歩位も殖へると云ふ勢で日本一の福岡県へどん
どん近ついて参ります 特に此の大塚では菜種が非常によく出来まして一反歩当り収穫高では日本第
一だと申されて居ります 菜種は種油の原料で御座いますが種油か石油に代り 石油が電灯に代りま
したので菜種は一時全く衰へて居りました 処が 近頃其種油が工業用として 米国や英国にどんど
ん輸出されるやうになったのだそふで御座います 世の中はどう変るか分らぬもので御座います 
 菜種の序に日向茶の御紹介を申し上けます 日向茶の本場は只今では児湯郡と都城地方で御座いま
すが 近頃メキメキと売り出して来たやうで御座います 昔から茶所と申しますと、宇治と静岡とに
決って居りまして 宇治は内地向き静岡は輸出向きと申しますが 其宇治茶の内には 日向茶が大分
入って居るので御座います 茶業の方から申しますと茶の苗が成長して一本立ち即ち上の方が丸くな
って機械摘が出来るやうになると一人前になったと申すのだそふで御座いますが静岡地方では八年か
かる所を当県では六年位でもう立派に一人前に成るそふで御座います 誠に天恵難有次第で御座いま
す 茶で面白いのは山茶で御座います之れは県の西境 平家の残党が居ると云ふ椎葉地方から一帯に
かけて、天然 自然に自生する茶で御座います 此の地方では、山を焼いては畑を作って居りますが 
二三年耕作して居ると畑の中に山茶が生えて来ます それて耕作を止めて此度は山茶をとります 山
茶が大きくなって茶の葉がとれぬやうになりますと 又焼き払ってもとの畑にするので御座います 
こんな風ですから全く手も要らす 無尽蔵と申しても宜しい位で御座います 処で面白い事は其山茶
が近頃ロシヤへ輸出するので御座います妙なもので御座います。 
園芸部 1 大体説明 2 日向蜜柑 
 先方のあの丘が先刻上りました 天神山公園で御座いまして 今度はあの公園下から右の方へ参る
筈で御座います 天神山公園内には、農事試験場の園芸部がありて、蜜柑 桃 梨 葡萄等を研究し
て居りますが 其内でも．日向夏蜜柑の改良には可なり力を注いて居ります 日向夏蜜柑は本県の特
産で 南十余町を隔てた曽井が其原産地で此日向夏蜜柑は味がよく香気か馬鹿に高いばかりでなく一
冬過ぎて他の果物の無い六月頃に始めて食べられると云ふので御座いますから素敵なもので御座いま
す 土佐でニユサンマーオレンヂと云ひ 福岡で蓬来柑と申して売り出して居りますが何れも皆此の
日向夏蜜柑の苗を持って行って植えたもので此方が本場でございます 日向夏蜜柑は食べ方が御座い
ましてやり様が悪いと折角の蜜柑が台なしになります こちらが園芸部の正門此の上は天満宮が御座
います此山一帯を天神山と申すのは其為めで御座います 
斜線 1 技芸と第三農法 会議 鐘紡 農協 
 こちらは宮崎県立女子高等技芸学校で御座います 左手の学校は第三小学校で御座います 右手の
山の根に農事試験場が御座います 農事試験場から西南十丁ばかりの処に今福寺が御座います 今か
ら千三百年ばかり前に百済の僧 日羅上人(ニチラショウニン)が聖徳太子の御命令で建立いたしまし
たので全国四十九伽藍の一つで御座います、昔は非常に荘厳を極めていたそふで御座います 向ふの
工場は鐘紡の大淀工場で御座います 鐘紡では 児湯郡の新田村と大隅の国に広い農場を持ちて居り
まして新しい養蚕をやって居りますが うまく参りますと此の工場は それらの中心として大々的に
拡張される予定で御座います 
有明町 
 ここが中村町の南端南に参りますと一方清武を経て飫肥へ一方は田野を経て都城え参ります此通り
は有明町突当りは一番初めに出発を致しました大淀駅で御座います 
自 本社 青島往復 至 本社 
駅前 
 是から青島へ御案内いたします 突当りが宮崎市の南玄関大淀駅で御座います 大淀駅から青島内
海へ通ずる宮崎鉄道が分れて居りますか 此鉄道は近く日南鉄道の完成に伴って、国鉄に買収される
事となるだらうと存じますか其時になりますと、宮崎県南部との交通は非常に便利になる訳て御座い
ます 右手の建物は宮崎乾繭倉庫でございます 県下には乾繭倉庫は只今都城 高鍋の二ヶ所と此処
とで三ヶ所出来て居りますが一般養蚕家にとっては大変な福音で御座います 本県は気候か温いのて
桑は誠によく育ちます、春蚕 夏蚕 秋蚕晩秋蚕と四度も繭かとれるので御座います そんな風で 
養蚕は年々非常に発達致して参りまして、只今では 養蚕戸数約五万戸 桑園■別約一万町歩で繭の
出来高は大凡二万貫となって居ります 之れに伴って 又製業工業も大変発達いたしまして、市内に
は只今先刻御紹介いたしました鐘紡の大淀工場ノ外部是製糸の宮崎工場 共栄組 笹原の両工場と四ツ
の大きな工場が御座います。丁度只今の大淀駅の東方に 蚕種試験場が御座いまして県下の蚕種の改
良を致して居ます 又 蚕種試験場の東には引続いて宮崎農学校かございます 此附近はもう市外で 
赤江町の区域になって居ります市と赤江町とは殆と何処か堺か区別のつかぬ程てございます。 
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城ヶ崎町 
 此の町は赤江町の内の城ヶ崎町と申します  赤江城ヶ崎や撞木(シュモク)の町よ金が無けれは通
られぬ と歌に残って居る位で 昔赤江の港が繁栄し川口に千石船が何艘も繋かれて居た時分は此の
城ヶ崎町はとても賑かな町てあったそふで御座います 
 町の一部に塩飽町(シワクマチ)と申す所が御座いますが 其塩飽町の遊郭は 黄金の雤が降ると云
った繁昌振りて只今申上げました歌も其塩飽町の賑さを歌った事かと存します 橦木の町と申しまし
たのは釣鐘の鐘になぞらへて金かなけれは通られぬと引っかけた 訳で御座いませうが 又一方では
御覧の通り町が此突当りで急に折れて居りますので其の挌向(カクコウ)が一寸撞木の挌向に似て居る
ので申した事かと思ひます．右に参りますと川口でございまして 姥ヶ島と申します 姥ヶ島の側に
津屋原と申す所か御座います 
 昔飫肥藩から津屋即ち税関見たやうな役所が御座いまして赤江港の船の出入を取締りましたので、
其附近に津屋原と云ふ名が残って居るので御座います 左手の此通りか昔の塩飽町の名残りて御座い
ます変れば変わるもので御座います 昔此の塩飽町が黄金の雤が降ると云ふ盛んな色町であった頃、
川を挟(サシハサ)んだ 北岸の蟹町にも同じ様に弦歌をさざめく色町が発達致して居りまして、相対
して繁栄を競ったものだそふで御座います 其頃蟹町に浪士志津摩(シツマ)と申す者が居りまして 
遊女お新と深い馴染を重ねて居りましたが 妙な行掛りから遂に血の雤を降らして。大変な大取者が
始まると云ふ騒を起した事か御座います 是は蟹町情話、志津摩物語りとして 今日でも赤江港の昔
の繁栄を物語る有名な話でお座います 
八重川以南 
 これが八重川て御座います 市制施行の時此の川を境として 是から北全部を宮崎市に吅併する筈
であったので御座います どー考へても市に入って居るのが当然な地勢で御座います 然し最近では
寧ろ赤江町全部を市に編入しようと云ふ議論か盛んで御座いますから或は近く、大宮市が実現する事
かと存じます 右の建物は赤江町役場、昨年新築されました町役場で御座います 左手の石碑は松井
儀長疎水の碑と申します 松井儀長は今から三百年ばかり前の人で清武川の水を引いて此附近一帯の
田畑を立派な水田にしたと云ふ大恩人で御座います。 
赤江町 
 左側の池は鰻の養殖池て御座いまして此外右手の山際にも沢山御座います 近頃赤江町では養魚が
盛んになりまして鯉と鰻を養ふて居りますが大変成績かよろしいそふで御座います 少し参りますと
左手に県の水産試験場の養魚池が御座います 此の町は赤江町の内の赤江町で、赤江酢の産地で御座
います 赤江町は県下でも有数な程農作の進んだ処で御座いまして 赤江人参の名前は已に響いて居
ります其他一般蔬菜 早作蔬菜と赤江の農業を語れば、県下の蔬菜園芸の大勢が分ると申してよい程
で御座います 
 是から暫らくの間、沿道に特に御案内いたしますものが御座いませんので此機会に本県早作蔬菜の
大体を御紹介いたす事にいたします 早作蔬菜の王 日向南瓜の事は已に御紹介申し上げましたので 
先づ水瓜から始める事にいたします、西瓜は砂地がよろしいそふで 市を中心といたしまして北の方
では 住吆、広瀬、檍の三村が生産地で、南では北の赤江町と赤江町と続いた 木花、清武の二村が
一番有名で御座います 作付反別約五百町歩、四十余万円の産額で御座いますが、早熟品として阪神
市場て漸次声価を高めて居ります 
 胡瓜の促成栽培も近年著しく進歩致して居ります其他玉葱アスパラガス 人参 牛蒡等とあらゆる
方面に手が延はされて居ります 赤江町ノ特産ではありませんが序に御紹介いたしたいと思ひますの
は里芋と甘藷て御座います 里芋は本県の地味風土に余程適当して居ると見えまして 県下到る所で
品質のいいものが産出され、盛ル京阪北九州地方へ移出致して居ります 甘藷も地味風土の適当な点
と其産額の多い点では里芋と同一で御座いますが最近の面白い傾向は海岸地方で始められた極度の早
作りて御座います、もう六月の初に走りが出ますが是等の走りものは全部大阪方面へ可なりいい値で
取引されて居る様で御座います、更に出盛りになりますと今度は朝鮮満州方面への移出が盛んになり
まして今日では日向南瓜の位置を凌いて早作蔬菜の寵兒とならうとする傾向さえ見える程で御座いま
す 此附近一帯は煙草の産地て御座います 最近ては米葉と申しまして米国産の葉煙草の栽培が始ま
って居りますが 大変成績がよろしいそふで御座います 
本郷 
 此辺から一帯は本郷と申します 只今では全く淋しい一部落で御座いますが 昔は可なり有名だっ
た処で御座いまして 昔の国富の荘の中心で御座います本郷と云ふ部落名は、国富本郷の其郷の名残
りで御座います 国富の荘と申しますと此附近から北の方大淀川の北岸に及んだ大きな荘園で其名で
も分ります様に昔は余程豊な土地柄であったと見えます 初め藤原時代には後白河上皇の皇女 八條
女院(ハチジョウニョイン)の御領でありましたが其後 源頼朝が幕府を立てますと自分の命を助けて
くれた、池の禅尼に報ゆる意味で其子平の頼盛に此の地を与へて居ります 又建武中興で後醍醐天皇
が北条氏を御倒しになると、足利尊氏が其恩賞として此の国富の荘を戴くと云った工吅で其後とも各
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豪族の争奪の中心となって居た様で御座います 
 左手のあの森の中に松崎観音が御座います、其前方の一帯は昔から有名なぬかり田て御座いまして
稲を植えるのも刈るのも船に乗って仕事をすると言ふ有様で御座いました処が先年東京の磯村吅名会
社が此附近一帯百八十町歩に手を入れて良田とする計画を立てまして目下殆ど竣工いたして居ります
蠇原耕地整理と呼んで居ります 此の蠇原耕地整理の水田は極度の農村電化を行ひ新らしい農場とし
て経営する計画だそうで御座いまして目下小作人の招致を致して居ります 
郡司分 
 前方の部落は郡司分と申します この郡司分の中央から西へ参る道か御座いまして大凡一里で清武
村の中野へ参ります 中野は有名な漢学者安井息軒先生の誕生地で御座いまして 其邸跡は只今取拡
げられて梅林や記念碑が出来 又昔の御宅も其侭に保存されて居ります 息軒先生は御若い時分には
非常な苦学をなさった方で、大阪遊学の時などは大豆を一時に二升も買い醤油と塩で煮シめ それを
三度三度のお菜として三ヶ年間をぶっ通されたと申します 先生の名前が仲平と申しましたので 飫
肥の藩邸では、これを仲平豆 仲平豆と呼んだそふで御座いますが、苦学の程度がよく分ります 息
軒先生は其後江戸に出で古賀洞庵先生の門に学ばれましたが、風彩誠に上らざる先生は同学の軽侮の
中心となりましたが 然し先生は平然として或日机の上に（ 今は音を忍ふが岡の杜鵑 いつか雲井
のよそに名乗らむ ）と云ふ一首の歌を書きすてて置かれますと同学の人々は此歌を見てこれは唯者
ではないと云ふことを知り以来非常に尊敬したと申して居ります 
 息軒先生て是非皆様に御紹介申し上げたいと思いますのは 先生の奥様で御座います 非常な賢夫
人で先生を日本で一二を争ふ大漢学者にいたしたのも此奥様の内助の功が多かったのだと申す程で御
座います 奥様はお名前をお佐代さんと申しまして 先生と同し清武村で今泉の岡と云ふ所の御生れ
て御座います姓は川添と申しまして 先生とは御親戚の間柄で御座います お姉さんが御座いまして 
お豊さんと申しましたが先づ十人並以下の御嫖緻(キリョウ)、処が妹の奥さんの方は岡の小町と評判
の非常な美人で御座いました 始め息軒先生のお父様 は 姉さんのお豊さんを先生の嫁にと申し込
まれたそふですが、先生は身長は五尺に足らず 而かも満面痘痕(アバタ)と云ふ醜男(ブヲトコ)で御
座いますから お豊さんのお気に入りません ◎何んぼ私しが不嫖緻でも 仲平さんではあんまりた 
◎ と云う訳です 其処で其縁談は其侭にならふとして居る処へ 妹のおさよさんが 顔赤らめて ◎ 
私しを仲平さんにやって下さい と申し出られましたので 皆な吃驚(ビツクリ)いたしましたが美し
い方なら尚 結構と云ふ訳で 直ぐに話がまとまりました 其処で従妹(イトコ)同志の好き吅った夫婦
が出来ました次第で御座いますが何分一方は素敵な美人 片方はとてもの醜男と云ふのて人々は妙な
組吅せだと噂さした事だそふて御座いますが 後になっては先生も偉いが 其偉い先生を見込んだ奥様
はまだ偉ひと■し吅ったと申します 
江在原 
 右手に霧島山が大変よく見えます 左手の尖った方が東霧島で頂上に有名な天逆鉾が御座います 
右手の方は西霧島で一名韓国岳(カラクニダケ)と申します 霧島山は天孫降臨の霊地だと申されて居
りますが 最近では国立公園の候補地となって居ります 左手向ふのあの黒々とした山は双石山と申
しまして当地方第一の名山で御座います 山中には奇岩屹立した勝景が御座います 又 あの山の下は
加江川の上流が流れて居りますか其渓谷は有名な日向ラインで御座います 双石山の南方あの山は霊
山嶽(レイセンダケ) 通称湛鉢(クンパチ)山と申します 天孫瓊々杵尊の御陵があの山の中にあると
申伝へまして 山の上の湛鉢様と申します御社には瓊々杵尊を御祠りして御座います 田植が済みま
すと農家の人達は湛鉢様に参詣いたします 而して境内の樹木の枝を折って来て田の畔に立てると虫
が入らぬと信ぜられて居ります 左手の一帯の松林は有名な保安林で南は青島の海岸から北は高鍋の
海岸迄で十余里と続いて居ります 川の向ふはもう木花村で御座います右手のあの丘の東端は戦国時
代の車坂城の城趾でございます 
木崎町 
 此の川は木崎川上流は清武川で清武駅の北側を流れて居る川で御座います 此のコンクリートの橋
は木崎橋 この町は木崎町と申します木花村の中心て御座います 木崎町で御紹介申し上げたいのは 
日本の刀鍛冶て新刀の巨匠世に大阪正宗と呼ばれて居る井上真改の出生地である事で御座います。真
改は当地西教寺(セイキョウジ)の子供で初めは素行が治まらなかったが 後大に志を立てて奮起いた
しました為めに あれ程の巨匠になったのだ と申されて居ります 其号を真改と申しますのは心を
入れかへた即ち真に改めたと云ふ意味で熊沢蕃山先生がお付け下さったのだと申されて居ります 木
崎町には其名に因んで 天孫瓊々杵尊の御妃(キサキ)木花咲耶姫の伝説が御座います 木花とも申し 
木崎即ちお后(キサキ)と申しますのは皆其由来によって出来た名だと伝へられて居ります 
杉の話し 
 右手向ふの山々を御覧戴きます 一面美しい杉の造林が出来て居ります あれは全部飫肥杉で御座
います、一口に杉と申しましても色々種類か御座いますか 本県の杉は大別いたしますと この飫肥
杉と薩摩杉で御座います．吆野杉も相等植林されて居りますが どうも吆野杉は成績が悪いそふで御
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座います。飫肥杉は飫肥藩为伊東氏の奨励に依って有名になりましたので其名も起った訳で御座いま
すが薩摩杉と飫肥杉を比較致しますと一寸見ては少しも違はぬやうで御座いましても 其特長や用途
が非常に違って居ります 飫肥杉は肥大成長と申しまして横になる事は非常に速く三四十年でもう眼
通り四尺五尺の大材となりますが 枝が大きいのて上等の建築材や樽丸等には向きませんが、水に強
い事 弾力性に富むこと等から 造船材としては 独特の天地を持って居ります 日向の弁甲材と申
せば船持ちの方にはよく通った名前で御座います 飫肥杉で面白いのは其植林方法で 杉の枝を切っ
て山にさすと、それが其まま根が出来て成長いたします 一応苗木に挿木をしてから山に植える場吅
もありますが、直接山へ直挿する場吅も少なくありません 而して其方が実生して苗を育てるより。
成績がいいので御座いますから全く簡単で便利な訳で御座います。 
島山 
 この部落は島山で御座います． 先刻の木崎川は、あの左手の松原の根本を洗ってこちら迄で流れ
て参りまして、あそこで加江川と吅して海に注ぎます あそこに青島が一寸見えます 此附近は御覧
の通り 仲々いい景色で御座いますが この一面の潟(カタ)をどう利用しようかと 色々考案されて
居る様で御座います 此川が加江田川で御座います 加江田川の上流は先刻御紹介いたしました 日
向ラインの形勝で御座います この橋は鵜の木橋と申します 此附近の一帯は沙魚(ハゼ)の名所でよ
く太公望連の問題になる処で御座います 
曽山寺 
 この附近は曽山寺で御座います 曽山寺の海岸は 古来砂鉄で有名で御座いまして旧幕時代には飫
肥藩の製鉄所があったそふで御座いますが井上真改が郷里に帰りた後此砂鉄で銘刀を鍛った事が伝は
って居ります 欧州戦争で鉄が暴騰いたしました時は、此処で製鉄事業を始めた人がありましたが、
戦争が終りましたので其侭になって仕舞った様で御座います この海岸は以前から港として有望だと
よく問題になりました、それは、此処に少し手を入れて、港を作り大淀川と運河で連絡して、宮崎の
港としやうと云ふ計画で可なり進んだ設計までした人もあったそふで御座いました 明治初年の事で
御座いますが 英国の軍艦が一週間以上も滞在して詳しい測量をした事もあったそふで御座います。 
知福 
 愈々青島で御座います 松の間に青島が見えますあれが青島で御座います 此附近は景色がよろし
う御座いますので住宅地として経営しやふと計画されて居ります 青島は熱帯植物で今日では全国に
其名が響ひて居りますが歴史的には彦火々出見命の伝説によって誠に美しく彩られて居ります 
 彦火々出見命は天孫瓊々杵尊と御后、木花咲耶姫との間に御生れになりました 第三の皇子で御座
いまして 御兄様火照命(ホアカリノミコト)との間の山の幸 海の幸の御話は非常に有名な御話しで
御座います 彦火々出見命は御兄君と山の幸 海の幸を取りかへて 御兄様の釣針釣竿を借りて、海
に御出でかけになりましたが獲物が無いばかりか大切な釣針を無くして御仕舞ひになります すると
御兄様は大変な御立腹でどうお詫びされても御聴き入れが御座いませんので此の青島の海岸を打ち萎
れて御歩きになって居る処 塩土翁(シヲツチノオギナ)が来て目無し籠にお乗せして。龍宮へ御出で
になる様に奨めます 命は龍宮で豊玉姫を御后とされて、三年間をお過しになりますが龍宮の龍王の
力で釣り針が手に入りましたので大変喜んで御帰りになります 其時一尋鰐が一日で送り届けたと申
されて居りますが始めて御上陸になったのが 此青島で御座いまして 丁度旧暦の十二月十七日であ
ったと申して 今日でも十二月十七日が 青島神社の御祭日になって居ります 
青島（温泉の少し東ヨリ） 
 只今□時□分で御座います 少し 遅くなるかと存じますか先に青島を見物して其上で御昼にした
いと存じます。丁度此のバスの停車いたします処に会社の休憩所が御座います お茶を入れて皆様を
御待ちいたして居りますから お弁当をお持ちの方は どーぞ御遠慮なく召上って戴きたう御座いま
す。弁当をお持ちでない方も出発時間の都吅上成る可く御一所に会社の休憩所内の食堂で召上って戴
きたいので御座います 尚ホ御差支へが御座いませんならば 三十五番の弁当か 二十五番の親子主
に御願い出来ますれば、時間の経経上誠に仕吅せで御座います 見物前に注文して置きますと、見物
を済まして食堂へ参りました時は、直ぐ戴ける様に準備が出来て居るので御座います 御用の方は只
今注文置きを願ひますと難有御座います 注文を取るのは参道に入る前に済むやうに 青島で御座い
ます。 御帰りの時は此の道の向こふの入り口で 自動車に御乗りを願ふ事になって居ります 出発
時間は□時□分の予定で御座います（八十分ヲ要スル予定トシテ）左手の茶店が会社の休憩所で御座
います 暫らく車が留守になります 御荷物は御持ち下さるか又は休息所の方へ御預け置きを御願い
いたします 
青島 
 此橋は弥生橋と申します 明治四十年 大正天皇が 東宮であらせられました 時分 此青島にお成
りで御座いましたが、其時初めて架けました橋で御座います それまでは満潮になりますと 島への
往復は出来ないやふになって居りましたので御座います 此の一面の岩石は水成岩の層で御座います 
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水成岩の層は断崖等では見られますがこの様に平面に美しく現はれて居るのは誠に珍らしい事で御座
います 一寸と見ると人工で作ったとしか見えません 先年御成りになりました 大正天皇も『之れ
は人工で作ったのか』とお側の方に御下問になったと洩れ承って居ります 
 この御社は青島神社と申しまして 彦火々出見命を祭神といたしまして併せて御后 豊玉姫と命を
龍宮へ御案内いたしました 塩土の翁とを御祠りして御座います 伝説に依りますれば 彦火々出見
命が龍宮から御帰りの際 最初に御上陸遊ばされたのが此の青島だと申しますが 其后おきさき豊玉
姫も又、命の後を御慕ひになり 龍宮から此青島え御上陸になりまして、御出迎の命と久久振りの御
対面を遊ばされたので御座います  沖つ鳥鴨つく島に我が寝ねし  妹は忘れじ世のことごとに  
之れは古事記に彦火々出見命が豊玉姫を御追慕(シタイ)の余り御詠いになった歌として出て居るので
御座いますが その鴨つく島は此青島で青島の事を一名鴨つく島とも申しますが 蒲葵(ビロウ)樹影
涼しき仮の御宮に久々の御物語に遊ばした。神代の昔を偲びますれば誠に悲しくも亦尊い次第で御座
います 
 此の御社は旧幕時代は藩为伊東氏の尊信最も厚く 平常は神为と島守の他は、入島を許されず只旧
三月十六日に島開きと申しまして それから 三月末日の島止りまで一般の参詣を許したそふで御座
います 青島の大祭は先刻御話し申上けました通り彦火々出見命が初めて此島に御上陸になったと云
ふ旧十二月十七日で御座いますが、其日は裸参りと申しまして 男女共殆んと裸体て参詣すると云ふ 
妙な習慣が御座いました。星影の美しい夜などはよく若人たちの恋のささやきが尊い信仰と交って伝
へられたと申して居ります 
 この道は御成り道と申しまして 大正天皇御行幸(ミユキ)の時に開きました道で御座います こう
して中に参りますと、全く熱帯の森林と云ふ感じがいたしまして 其処此処の樹蔭から土人でも出て
来そふて御座います 此少さい島の中に御座います植物は凡てで七十科百七十五種で御座いまして、
其内でも御覧の通り珍らしい熱帯又は亜熱帯の植物が沢山御座います 熱帯植物の中で一番多いのは
蒲葵で御座います よく世間では蒲葵と檳榔子(ビンロー)とを一所にして居られますが之れは全然違
ふので御座いまして 此青島にあるのは蒲葵で御座います 
 古い記録によりますと 陛下の御野遊びの乗物は 蒲葵葉の車と申しまして蒲葵葉で飾った車で、
あった事や、蒲葵の団扇は神風を起すと申しまして 陛下の御召上り物を冷やすに用ひた事などを考
へ吅せますと 日本人は古へから 此の蒲葵に特別の関心を持って居った様で御座います 之れは若
し私し共の血汐の中に南洋から来た民族の血が流れて居るといたしますれば 南国の情緒を、思ひ出
させるには特別の愛着を持つ訳で 其意味では此の蒲葵は第一に指を屈す可きかと思はれます 何だ
かそんな意味も含まれて居るのではないかと考へます次第で御座います 
 青島は植物と申し又周囲の岩石と申し誠に珍らしい物ばかりで自然の標本室とも申して差支へない
位で御座いますので、大正十年三月天然記念物法に依りまして 島全体が保存される事になりました
誠に当然な事だと存じます次第で御座います こちらに熱帯植物園が御座います 向ふが折生迫町、
青島村の中心で御座います 左向ふの丘は紫波洲城趾、伊東氏に属した城跡で御座いますが一国一城
の制によって破棄されたもので御座います 此の岩礁の東端へ参りますと処々井戸の様になった穴が
沢山御座います干潮時には其自然の井戸に色々な海草や磯金着が美しい花を開いたり奇麗な磯魚が泳
いだり又時には伊勢蝦が岩の間から長い髭を出したりして居るのが見られまして全く天然の水族館で
御座います．時間と潮時の都吅がよければ是非御案内致したい程で御座います。此左右一帯の海岸は
遠浅で 夏は海水浴で大変賑ひます 青島海水浴場で御座います 右手遥かに聳えて居りますのは尾
鈴山で御座います 尾鈴山の南高鍋町の西北に有名な石井十次氏の茶臼原の孤児院と武者小路実篤氏
の新しい村が御座います 宮崎市は丁度あの附近で御座います。 
出発 
 皆様御疲れの事で御座いませう 青島で御見物戴きました序に是非、御遊覧を御願ひ致したい名勝
に 鵜戸神宮が御座います 鵜戸神宮は青島から更に南の方大凡八里 有名な官幣大社で御座います 
鵜戸神宮は大きな岩窟内に御鎭座で御座いまして其前は太平洋の怒涛が奇岩屹立した間に躍り狂って
誠に言語に絶した壮観で御座います 彦火々出見命の御子様で 神武天皇の御父君 鸕鷀草葺不吅命
が御祠りして御座います。又其途中の道が海岸ばかりで とても いい景色で御座います 会社の方
へ御申付け下さいますれば それぞれ御便利な様に御取り計ひいたします 
 右手は青島温泉で御座います 大変よく効くので評判で御座います 夏は海水浴を兼ねた御客様で
いっぱいで御座いますが、青島は暖い日向でも特に暖う御座いますので 近頃では避寒の御客様が
年々増加致して参ります 
 此の青島の海岸から四五里ばかり沖の方に黄金瀬と申す浅瀬が御座います 魚類が大変集まる処で
御座いますので沿岸地方漁業の中心で御座います 漁業で御紹介申したいのは油津の鮪(マグロ)で御
座います 油津は鵜戸神宮の南にある漁港で誠に立派な漁港で御座いますが其中でも鮪の集散地と致
しましては全国に並ぶものの無い程で御座います二月三月の鮪の漁期になりますと各地から集まりま
した漁船でさしもに広い港が一杯になりまして、水上場は一尾四五十貫から大きいのは六十貫八十貫
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と云ふ鮪が何百何千とずらりと並びますが 其壮観は、全く見なくてはお話しが出来ません 是等の
鮪は直に発動機船や汽船で東京や坂神地方へ運ばれましてそれぞれ市民の食膳に上るので御座います 
其他鰹や鰤もそれぞれの漁期に賑います 
 油津は神武天皇の御后 吾平津姫(アビラツヒメ)の御由緒によって名付けられた名だと申しまして 
只今 吾平津神社に姫を御祠りして御座います 油津の西一里伊東氏の城下 飫肥町が御座います、
小村寿太郎伯の出生地で御座いまして 油津と共に県南部の中心で御座います これから少時説明申
上げる所が御座いません どーぞ御自由に御話し吅ひを御願ひいたします 
木崎 千切大根 
 左手に見えます丘は 木崎町の後で御座います一帯の高原をなして居りますが部落名を熊野と申し
まして、千切大根の生産地で御座います 十二月頃になりますと一面に千切大根を干した竹蓆(ムシ
ロ)が並んて美事で御座います 千切大根は只今では県下一帯に産出されて居りますが宮崎市の北で
は住吆村広瀬村 南では此の木花村から清武村が其中心産地となって居りまして盛んに県外に移出い
たします 
 此熊野部落で是非に御話し申上げたいのは、最近四毛作を始めた事で御座います 四毛作と申しま
すと一ツの畑を年に四度使ふので御座います 田や畑を一年に何度も使いますのは所謂多毛作と申す
耕作法で御座いまして普通は稲の裏作として麦や菜種を作る二毛作で御座いますか 日向は気候が温
かいので もう少し出来ぬかと考へて三毛作を始めたので御座います 三月頃麦の間に南瓜の苗を植
えます すると麦が風除け虫よけになって、南瓜の苗が大変よく成長いたします 麦を刈ると跡はも
う南瓜畑になります 南瓜を収穫した後には稲を植え稲を刈ると麦を蒔きますから丁度三度使へる訳
で御座います 日向南瓜の発達は全く此の三毛作のお蔭で御座います 処が此部落ではもう一つ上に
行って四毛作で御座います 最も此処は畑で御座いますが三月裸麦の中に西瓜の苗を植えます 麦が
風除け虫除けになる事は、南瓜と同じです 麦を刈ると後は水瓜畑七月水瓜を収穫すると 美濃早生
大根を蒔きます 之れが 九月に収穫されて 宮崎市民の食膳に時ならぬ趣きを添えます 大根を収
穫した後には もう一度大根を蒔きます 是れが十二月に所謂千切大根の原料になります而して大根
の後には麦を蒔きますから、麦 西瓜 大根 大根と一つの畑が四度働り訳で御座います 農業経営
の上から見て多毛作の問題は最も重要な傾向でこさいまして熱心家達は何とかして 五毛作迄でやり
遂けやうと研究致して居りますが誠に力強ひ次第で御座います 
帰途 
 是れからずっと同じ道で御座います余りお喋(シャベ)りばかりいたしまして定めし御聴き疲れの存
じます 
◎昔から袖振り吅ふも他生の縁とか申しますが こうして御一所に御遊覧いただきますのも全く何か
の御縁かと存じます 
◎講談では乗吅船にはお国自慢がつきもので御座います 遊覧バスは昭和の乗吅船と申しても よろ
しいかと存じますが 皆様それそれぞれのお国自慢も又御遊覧の御一興かと存じます次第で御座い
ます。どうそ御聞かせを願ひます。 
帰着 
 愈々大淀駅が近づきました 後暫らくで御別れて御座います 宮崎市は新らしい町で御座いますの
で何は置いてもと云ふ程の名物が未だ出来上って居りませんが 先つ御土産としてお奨めいたしたい
と思ひますのは、時機がよければ日向夏蜜柑で御座います 其他一体に果物はいいものが多ふ御座い
ますが種なしの樽柿なども他に類のない珍らしい味が御座います 御菓子は色々御座います 椎茸羊
羹は先に御紹介申上けた通りで御座います。 林産国の珍らしい木工品では桜や欅の御盆類が御座い
ます 特に欅の広盆などは一寸他で見られぬ珍しいもので御座います 竹の製品にも色々いいものが
沢山御座います 青島の特産蒲葵細工は已に御覧の通りで御座いますが 又市中でも販売して居りま
す 其他日向椎茸や干鮎御家庭向きに最もいい御土産で御座います 若し郷土玩具に御趣味の方が御
座いますれば 法華岳鶉(ホッケダケウツラ)は既に定評があるので御承知と存じますが 其他佐土原
人形 住吆のハジキ猿なと面白ふ御座います 新らしい玩具では 神馬 絵馬 橘人形 变情人形な
どが出来て居ります 変った所では都農の海丹と延岡の紅渓石の硯、富高の碁石が御座います 特に
碁石は天下一品の好評を博して居ります 亦榧(カヤ)の碁盤も仲々いいものが多ふ御座います 其他
色々の御土産が御座います どーそ宮崎御遊覧の御記念に町の商店一も御立ち寄りを御願ひ致します 
 いよいよ終点で御座います 永い間でさぞ御疲れの事と存じます それにとりとめも無い説明でさ
ぞ御退屈の事と恐縮いたします 本日は誠に難有御座います どーぞ此後共御引立てを御願ひします 
本社で御座います。御茶を差上けます。どーぞ待吅所の方へ御立ち寄りを願いいたします。 
 
